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第 4章　政治と宗教
―島原、天草の乱と鈴木兄弟を中心に―
王　　　　　鑫
（翻訳：田村　新）
　寛永14年（1637）、天草四郎率いる天草及び島原で―「天草の乱」1）と称される一揆が起きた。この
一揆は、日本史上最も重要な宗教戦争であり、幕末の動乱期以前における最後の内戦でもあった。この
戦争以降、日本は徹底的に鎖国へと向かって進んだ。長期にわたって仏教と儒教文化の影響を受けてき
た日本にとって、カトリック教によって引き起こされた戦争は特に人々の注目を引く。結局のところ、
どのような要因がこの戦争を引き起こしたのであろうか。神聖な世界に関心を持つカトリック教は世俗
的な幕府政権との間にどういうわけでこのような激しい対立を引き起こしたのだろうか。カトリック教
の話と比べて、なぜ儒教と仏教では宗教と政治間で戦争や衝突が起きていないのか。これらの問題は我々
が「天草の乱」の中に表れた政治と宗教の関係に関する考察を必ずや導き出すであろう。
一．島原の乱以前の徳川政治と宗教の状況
　奈良時代から鎌倉時代に至る間、日本の宗教と文化の状況は、主に仏教文化が中心であり、その中に
儒教思想と日本古来の神道をも含んだ。慶長 8年（1603）に徳川家康が全国を統一し、江戸に幕府を開
く段階になり、ようやく儒教、とりわけ朱子学が日本の政治と社会の中心的な思想となり始めたのであ
る。徳川家康が慶長20年（元和元年、1615）に制定した「武家諸法度」の第一条にはかつて「文武弓馬
の道、専ら相嗜むべき事。文を左にし武を右にするは、古の法也。兼備せざるべからず。弓馬は是れ武
家の要枢也。」と書かれていた。これは徳川社会が武家の統治であり、武士は統治者の階級であることを
はっきりと表し、したがって軍事を「要枢」として、「文を左にし武を右にする（右は即ち上、左は即ち
下）」という言い方が武士の優位な立場をはっきりと示している。また一方では、武士が天下を安寧に治
めたければ「文」を兼備することが必須である。『徳川実記』2）の中に次のように記述している。
 1） 先行研究に助野健太郎『島原の乱』東出版、鶴田倉造『天草島原の乱とその前後』熊本県上天草市、田中昭策『天
草歴史談叢』、『天草の歴史』本渡市教育委員会などがある。
 2） 『東照宮御実紀付録』巻22（『増補国史大系』巻38、339頁）。
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またく馬上をもて天下を得給ひしかどももとより生知神聖の御性質なれば。馬上をもて治さむべか
らざるの道理をとくより御会得ましまして。常に聖賢の道を御尊信ありて。おほよそ天下国家を治
め。人の人たる道を行はんとならば。此外に道あるべからずと英断ありて。御治世の始よりしばし
ば文道の御世話共ありけるゆへ。其比世上にて好文の主にて。文雅風流の筋にふけらせ給ふ様に思
ひあやまりしも少なからず。
　したがって、徳川幕府の創立者であり、最高権力者である家康は儒教を尊重し、儒教によって、教化
する手段を探し出したいと願い、そのために江戸幕府の政権の正当性根拠を固め、天下泰平の道に至ろ
うとしたのである。
　丸山真男は『日本政治思想史』の中で、儒教が徳川社会で興隆した歴史的な原因について分析を行っ
た3）。氏は儒教が徳川時代の飛躍的な発展を遂げたことについて、二つの原因によると考えた。一点目に
徳川は封建的な社会もしくは政治体制であるため、儒学を前提とした中国の帝国構造とタイプの上で互
いに対照でき、そのため儒学の理論も最も容易に用いる状態にあったのである。例えば、武士階級は土
地の直接的な関係を失い、そのために士は農・工・商階級との絶対的な分離を引き起こした。将軍もし
くは諸侯を頂点に置き、青年武士や郎党等の武家奉公人を最下位に置くこのような武士の身分制度、さ
らにその上に武家が庶民に対し絶対的優位な立場であることをすすめた。これらはまさしく儒学が理想
とした周代の封建制度の天子、諸侯、卿、大夫、士と庶民（即ち農・工・商）という階級構造とタイプ
の上で似ているのである。そのため、徳川時代の社会的関係は儒学理論によって、そのイデオロギーの
基礎を付与することが極めてふさわしいことなのである。とりわけ最も重要なのは儒家の君臣の道徳で
あることは疑いようがない。もう一つの点は、江戸の儒教は以前の儒学と同じではないという点である。
即ち近世初期、儒学は思想上の革新がすすんだ。近世の独特なところは儒学が道徳教化という意義を備
えたことである。これはまさしく家康の願いと合致している。家康が儒学の中に求めたものは文字や注
釈文といったものではなく、三綱五常理論と名分論であり、漢代や唐代の訓詁学のようなものではなく、
唐虞三大の道の伝統を高らかに唱える宋学とりわけ朱子学であり、朱子学は徳川社会に適応する資格が
十分に備わっている。
　幕府の強力な推奨により、朱子学は江戸時代において十分な発展をした。江戸時代の儒学思想が醸し
出す雰囲気は朱子学を下地にしたのだということができる。江戸時代の儒学はあらゆる学派の要素が表
れ豊かに発展をしたが、これらはすべて朱子学との対話や論争との中で完成した。島原の乱以前は、朱
子学を中心に据え、仏教と神道がこれを補い、社会宗教思想の基本的な状態を作り上げた。政権の視点
から見ると、幕府は儒学を重視し、文化と教育を盛んにした。また社会の視点から見ると、世間は次第
に儒学の教育を受容し始めると同時に、仏教と神道も民間信仰の重要な一部分を構成した。このときの
儒学は、仏教や神道と若干の思想的差異や論争が存在したが、政治的な対立には発展しておらず、互い
の間には交流と融合が進んだのである。例えば、日本の朱子学の最も初期のものは五山の僧侶の伝承を
基礎として変化したものであるし、藤原惺窩と林羅山はもともと僧侶であった。林羅山は同時に朱子学
 3） 丸山真男『日本政治思想史』（王中江訳、三聯出版社、 5頁）。
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を神道と結びつけ、「理当心地」神道を提唱した4）。
二．徳川幕府とカトリック教5）
　カトリック教が天文18年（1549）にイエズス会の宣教師フランシスコ・ザビエルによって初めて日本
に伝えられて以来、信者の数は急速に増えた。とりわけ九州、京都などの地域に広く伝えられた。1580
年代までに、東は美濃、西は薩摩に至る地域で、教会堂の数は200あまり、信徒数は15万人を数えた。し
かし、カトリック教が拡大する時にはすでに権力側から攻撃を受けていた。即ち、天正15年（1587）に
豊臣秀吉は正式に宣教師を追放し、キリスト教は邪教であると公布した。ところが、秀吉がキリスト教
を禁じた後も信徒数は続けて増加し、17世紀初頭までに信徒数は70万人あまりに達したといわれる。
　村井早苗『天皇とキリシタン禁制』6）によると、徳川幕府のカトリック教に対する態度は黙認から禁止
へという変化の過程を経ている。慶長 5年（1600） 9 月、徳川家康は関ヶ原の戦いで西軍に勝利し、天
下統一の基礎を固めた。西軍で中心的存在だった小西行長は肥後国の大名であり、カトリック教の有力
な支持者である。小西行長の敗北以降、カトリック教徒達は日本における宣教を非常に憂慮した。しか
し、慶長 6年初め、家康は宣教師の京都、大阪そして長崎での居住権を認めた。同年の『イエズス会年
報』でもこの点は確認できた。しかし、注意しなければならないことは、秀吉の天正15年の禁令が廃棄
されていない事である。この半世紀前から続いている日本とポルトガルやスペインなどの宣教国との貿
易上の緊密なやりとりと、開幕初期の財政難についてこれらの国から貿易による支援を強く求めたとい
う点に、この頃の家康のカトリック教に対する態度がみえる。
　しかし、家康は晩年になるとカトリック教への態度を180度変えた。即ち、ポルトガルとスペインの貿
易を推進し、宣教師の居住と宣教を黙認していたところから、宣教師を日本から追い出し、キリスト教
禁止を厳しく命じるように変わったのである。慶長11年（1606） 4 月20日、家康は武士に対して禁教令
を発布し、秀吉の禁教令の有効性を重ねて明言した。慶長17年（1612） 8 月、禁教の範囲は日本全国に
拡大し、各地の教会は立て続けに破壊され、日本人のカトリック教徒は次々と逮捕され、信仰を曲げる
ように強いられた。信仰を曲げることに承知しない信徒達は、市中引き回しにあい、流刑、死刑という
運命をたどった。―この間148名がマニラに流刑されたが、その中には高山右近や内藤如安などのよう
な著名なキリシタン大名が含まれている。元和 2年（1616） 4 月、家康が逝去する。同年 8月、二代将
軍秀忠が二回目の「禁教令」を発布し、カトリック教徒に対しては残酷な迫害が行われ、多くの人が信
仰を曲げなかったために無残な火あぶりにされた。世に言う「大殉教」である。「平山常陳」事件の後、
禁教の行動は貿易が制限されるところにまで拡大した。ポルトガル人が始めに追放され、次にイギリス
人が追放され、最終的には寛永元年（1624）スペイン船のみ来港を厳禁した。日本の船舶は朱印状を除
 4） 朱謙之『日本の朱子学』人民出版社を参照のこと。
 5） 徳川幕府とカトリックに関する先行研究は村井早苗『天皇とキリシタン禁制』雄山閣出版、助野健太郎『キリシタ
ンと鎖国』、桜楓社、海老沢有道『日本キリシタン史』塙書房、等の書物でこの章と関係のある専門的な議論がなさ
れている。
 6） 村井早苗『天皇とキリシタン禁制』雄山閣出版、67‒88頁。
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き、必ず「老中奉書」を得て出航しなければならず、外国に居住する日本人も一律で帰国を厳禁とし、
帰国したものは即処刑とされた。三代将軍徳川家光になって、鎖国と禁教によって生じた矛盾が、つい
に大飢饉の発生のため寛永14年（1637）の島原、天草の乱として爆発したのである。
　黙認から禁教へという、徳川幕府のカトリック教に対する態度が変化した背景にあるものは、依然と
して政治的な要因が大きい。助野健太郎が『キリシタンと鎖国』7）の中でまさに述べているように、「そ
の中に表れたのは分権的封建制度から集権的封建制度への変遷である」とのことになろう。
　徳川幕府は封建制という政治体制によって全国を統一した。その特徴は最も大きな封建領主、即ち幕
府を中心とし、改めて大名の領地、及びごく小さい天皇、公家の領地を再編し、将軍は最高権力をすべ
て掌握する。同時に、将軍と各大名はまた自らの領地をそれぞれの家臣達に分け与える。このような分
封によって家臣が直接主君に忠誠を尽くす主従関係を結成し、さらに武士が農・工・商の三種類とされ
た身分の人々を統治することにより、封建制度の社会関係を形成した。この封建制度の中では、将軍は
最高の権力を握るが、各大名も自身の領地内で一定の自治権を持つのである。したがって、幕府が積極
的に朱子学を推奨したとしても、朱子学は必ずしも郡県制のような国家内では一般的なものではなく、
イデオロギーという位置に置かれる。言い換えると、多くの大名ひいては天皇までが儒教を尊敬する態
度を持ったにもかかわらず、諸大名は幕府が直接干渉しないため、依然として領内の宗教文化活動の仕
事を決定する権限を有していた。
　カトリック教が日本に持ち込まれることは単純な宗教文化の伝播ではなく、それは実際にはスペイン
やポルトガルといったカトリック諸国との通商貿易が行われることと密接な関係があった。カトリック
教を信じる大名は通常貿易の直接的受益者でもある。そのため、家康がカトリック教に対する態度が変
わったことの原因の一つは、実際には九州の諸大名が通商貿易によって富強していたことと関係がある。
「禁教」で禁止されたのはカトリック教であり、「鎖国」で謝絶されたのは南蛮貿易である。これらにと
もなう最終的な目的は幕府が直接長崎を統治することですべての対外貿易を独占することであった。家
康がカトリック教を禁止した理由の二つ目は儒教によって統治するという目的がある。言い換えると、
儒教を尊ぶこととカトリック教を禁止する事は徳川幕府が宗教文化政策で表裏一体をなしているのであ
る。カトリック教は世俗の政権と権力の帰属の点で矛盾が存在している。人生の最高の帰属先は神であ
るか、それとも依然として天皇や幕府に属するのか。これは日本の政治権力がカトリック教伝来後に必
ず直面する問題である。そのため、儒教の三綱五常理論と大義名分とカトリック教の禁止を提唱した最
終的な目的は、強固な幕府の統治のために、分権的封建制度から集権的封建制度へと変えることなので
ある。
三．乱の後の宗教の状況
　島原・天草の乱以降の宗教の状況は二つの視点から説明を加えることができる。一点目は戦乱後に幕
府が宗教に関する統治政策である。二点目は民間に残る隠れたカトリック教への信仰である。
 7） 前掲注 5助野著書、64頁。
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1 )　鈴木三公8）の統治政策
　島原、天草の乱以降、天草は短期間の私領時代を経て、幕府の直轄地となった。そして、当時の老中
松平信綱の信頼を強く受けていた鈴木重成が初代の代官となった。戦乱後において人々の心は不安定で
あり、民衆は向かうべきところが見えなかった。重成は曹洞宗の禅僧である兄鈴木正三の提案を受けて、
日本に深く広まっている神道と仏教によって人々の心を治め、積極的に神社と寺院を建立することによ
りカトリック教の戦乱の余波を消した。寺社に手厚い俸禄を与え、神官と僧侶に特別な地位を与えるこ
とにより、天草の教会は衰退し、寺院と神社は大きくなった。
　この期間、鈴木兄弟は一庭融頓、中華珪法などの曹洞宗の名僧を招いた。建立した寺院には東向寺、
国照寺、円性寺、崇円寺、明徳寺などがあり、神社には諏訪神社などがある。合計27の寺社を建立復興
した。そのなかで、復興したのは 6カ所、建立した
のは16カ所、宮社を建て直したのは 5 カ所である。
鈴木正三は曹洞宗の僧侶として自ら布教に務め、民
衆を教化した。彼は説正法、破邪説を提唱し、著作
には『破吉利支丹』などがある。ここで話題に上げ
る価値のあるものとして、明徳寺山門の対聯がある。
対聯には「祖門英師行清規流通仏陀之正法、将家賢
臣革弊政莈除耶蘇邪宗」とある。イエスを邪宗とし、
ブッダを正法とした。ここに鮮明に鈴木兄弟の統治
の思想が表れている。
　鈴木重辰は重成の兄正三の長男である。重成の死
後、天草代官の地位を継承した。同時に、重成と正
三の宗教政策上の統治思想も受け継いだ。彼ら鈴木
三公の心のこもった手厚い統治によって、天草の乱
以降の宗教思想の状況は効果的にコントロールされ
た。
2 )　民間の隠された信仰
　戦乱後、鈴木三公の統治によって、天草の宗教はコントロールされ、神社や寺院の勢力が大きくなっ
たが、民間のカトリック教の信仰は依然として絶えず存在しており、様々な隠された方法によって展開
された。その中で最も有名なのは、まさしく「マリア観音像」である。即ち、仏教信仰の観音、特に子
育て観音をある程度手を加えて改造し、カトリック教の聖母マリアの形と似た塑像に形作るものである。
子育て観音のイメージが変えられた後には、聖母マリアが御子キリストを胸に抱くという意味を持った。
 8） 鈴木兄弟に関する先行研究は田口孝雄ほか『天草代官鈴木重成鈴木重辰関係資料集』鈴木神社社務所などがある。こ
のほかに『天草の歴史』本渡市教育委員会、鶴田倉造『天草島原の乱とその前後』熊本県上天草市、などの書籍に
も関係する内容がある。
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鈴木三公の彫像（天草市立天草キリシタン館） 『破吉利支丹』（天草市立天草キリシタン館）
神社内の「敬神愛郷」の碑
諏訪神社
このような彫像を祀り、ある面では観音像という仏教の塑像にするという言い訳によって、権力からの
とがめを逃れることができ、もう一つの面では私的なカトリック教信仰を続け残すことができる。これ
はある種のカトリック教信仰の強さが表れたのである。苓北町郷土資料館で、我々は同館所蔵のキリシ
タン関係資料を調査した。所蔵されている塑像の中には多くの形の異なる観音像や、子育て観音がある。
これらの観音像は形状が聖母マリアと似ているか、像を造る過程でいくつかの仏教以外の要素を加えて
いる。例えば、その塑像の背面には十字架が焼き込まれている。撮影する中で発見したが、塑像の背面
に十字架を焼き込むものは大変普遍的なようである。マリア観音像にあるだけでなく、仏像とそのほか
に供えてある塑像すべてにこのような状況が存在する。とりわけ、仏像の背面の十字架はマリア観音像
よりも更に隠されており、容易に発見できない仕組みだ。塑像のほかにも多くの日常用品や、銅鏡や燭
台のような装飾的要素の強いものにも先に述べたような状況がある。その中に燭台の孔子像がある。大
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変興味にあふれているのは、この孔子像が宣教師の形に作られており、その背後にも十字架が刻まれて
いることだ。
　マリア観音だけでなく、仏像や孔子像の背面の十字架は隠れた信仰の現れである。幕府の宗教戦争後、
カトリック教がはっきりと厳しく禁止された中で、信仰の維持については「面従腹背」の方法によって
日常生活で続ける事しかできなかった。本章の結論として、次のように言える。島原の乱以降、「お上」
は様々な方法で広まるのを禁止したが、民間のカトリック信仰は依然として儒教や仏教神道の光輪の中、
細々と続いたのである。
マリア母子像の正面と背面
母子観音像の正面と背面
周縁の文化交渉学シリーズ 2　天草諸島の文化交渉学研究
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仏像の正面と背面
孔子像燭台の正面と背面
